
日本天文学会2026年春季年会

Q25b かに星雲におけるX線偏光分布のモデル計算による再現の試み
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パルサー星雲（PWN）は、パルサーの周囲に拡がる非熱的放射源である。その磁場構造や粒子加速過程はよく
わかっていない。PWNの磁場構造を調べるには、シンクロトロン放射の偏光を調べることが重要である。The
Imaging X-ray Polarimetry Explorer(IXPE)による「かに星雲」の観測結果（ Bucciantini et al.(2023); Mizuno
et al.(2023) ）は、偏光度の平均が∼ 20%で先行研究程度（Weisskopf et al.(1978)）であること等を示している。
また、南北に高偏光度 (> 40%)の領域があること、東西に低偏光度の領域が広くあることが示されている。
我々は Nakamura and Shibata (2007)(NS07)と同様な手法でシンクロトロン放射偏光の計算を行っている。

NS07は、トーラス領域をモデル化した計算を行い、PWNの磁場についてトロイダル成分だけでなくランダム
な磁場成分が必要であることを示した。今回、IXPEで得られた偏光分布を調べるために、パルサー星雲の広い
範囲からのシンクロトロン放射について行ったモデル計算を紹介する。ここでは、南北に広がる高い偏光度領域
と東西に広がる低い偏光度領域を説明するため、パルサー風にともなう反平行トロイダル磁場 (striped wind)が
Termination Shock(TS)で散逸することを想定している。これにより、1)南北方向に観測される高い偏光度の領
域、2)東西方向に観測される低い偏光度の領域について定性的に観測と合う結果を得ている。また、観測される
トーラス的な放射分布を得るには、粒子分布・磁場強度分布が赤道面に近い領域で高くなる必要があると考えてい
る。そこで、Striped windの散逸エネルギーの一部が磁場のエネルギーになったとしたモデル計算を行い、torus
major/minor axisに沿ったX線強度分布を定性的に説明する結果を得ている。


